
第
５
波
の
コ
ロ
ナ
禍
を
、
一

日
又
一
日
と
無
事
に
生
活
し
て

い
る
会
員
の
皆
様
、
緊
急
事
態

宣
言
が
数
回
に
わ
た
っ
て
発
令

さ
れ
、
町
会
活
動
は
、
今
年
度

も
現
在
ま
で
多
く
の
行
事
・
活

動
を
中
止
し
て
参
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
活
動
で
皆
様

に
報
告
で
き
る
の
は
、
丸
山
町

会
が
管
理
す
る
防
犯
灯
で
ま
だ

残
っ
て
い
る
水
銀
灯
の
約
半
分

が
７
月
ま
で
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

を
完
了
し
、
地
域
が
更
に
明
る

く
な
っ
た
事
で
す
。

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
希
望
者
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
む
に
つ
れ
て
減
少
～

収
束
す
る
事
に
よ
り
行
動
制
限

が
緩
和
さ
れ
る
事
に
な
れ
ば
、

私
達
が
長
年
培
っ
て
き
た
ご
近

所
の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
す

る
共
助
へ
の
取
り
組
み
も
出
来

る
様
に
な
り
ま
す
。
ご
高
齢
で

単
身
生
活
の
皆
様
を
気
遣
い
、

気
軽
に
安
否
確
認
で
訪
問
し
づ

ら
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
私
達
は
ど
の
よ
う
な
状
況

下
に
於
い
て
で
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
生
活
を
マ
ス
ク
着
用
・
手
洗

い
を
守
り
、
大
人
か
ら
子
供
迄

家
族
全
員
が
協
力
し
て
難
局
を

乗
り
越
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
夏
以
降
、
千
葉
県
内

全
警
察
署
で
は
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

電
話
de
詐
欺
」
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
船
橋
警
察
署
管

内
で
最
近
特
に
多
く
発
生
し
て

い
る
の
が
、
連
日
の
よ
う
に
Ｔ

Ｖ
報
道
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
で
す
。
丸
山

町
会
で
は
３
年
前
よ
り
船
橋
市

と
船
橋
警
察
署
の
協
力
を
頂

き
、
詐
欺
予
防
の
一
環
と
し
て

迷
惑
電
話
防
止
策
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
の
に
つ
け
込
む
悪

質
な
電
話
de
詐
欺
に
十
分
ご
注

意
願
い
ま
す
。

 

６
月
20
日
（
日
）
午
後
１

時
よ
り
、
丸
山
公
民
館
講
堂
に

於
い
て
、
防
犯
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
会
場
の
人
数
制
限
が
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
町
会

員
の
参
加
は
呼
び
か
け
ず
、
町

会
役
員
だ
け
が
参
加
し
て
行
い

ま
し
た
。

講
師
は
、
船
橋
警
察
署
生
活

安
全
課
の
勝
山
直
紀
部
長
と
八

巻
惇
氏
で
し
た
。

主
な
内
容
は
「
電
話
de
詐
欺

対
策
」
に
関
す
る
事
で
し
た
。

最
初
に
、
様
々
な
特
殊
詐
欺
に

関
す
る
事
例
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
、
そ
の
後
、
被
害
防
止
用

映
像
の
ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。

続
い
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
搾
取
の
実
例
を
題
材
に
し
た

し
て
割
り
印
を
押
す
の
で
印
鑑

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と

の
こ
と
。
印
鑑
を
取
り
に
行
っ

て
い
る
間
に
、
用
意
し
て
き
た

偽
の
封
筒
に
印
鑑
を
押
し
て
渡

し
ま
す
。
そ
し
て
、「
新
し
い

カ
ー
ド
が
来
る
ま
で
こ
の
カ
ー

ド
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」

と
言
い
残
し
、
担
当
の
○
○
が

帰
っ
て
い
き
ま
す
。

ざ
っ
と
こ
ん
な
内
容
で
し
た

警
察
官
２
人
に
よ
る
寸
劇
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

内
容
の
概
略
は
、次
の
通
り
。

銀
行
員
を
名
乗
る
者
か
ら
の

電
話
で
「
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に
使
用

さ
れ
て
い
る
疑
い
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
担
当
の
○
○

が
伺
い
ま
す
」。

そ
の
後
、
担
当

の
○
○
が
家
に

来
て
、「
新
し

い
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
発
行

が
２
～
３
日
か

か
る
の
で
、
こ

の
封
筒
に
今
お

使
い
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を

入
れ
ま
す
。
封
を

が
、
こ
の
結
果
が
ど
う
な
る
か

は
、
皆
様
は
十
分
お
判
り
で

し
ょ
う
。

講
演
会
は
、
短
い
時
間
だ
っ

た
の
で
、
質
疑
応
答
も
な
く
、

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

電
話
de
詐
欺
は
、
今
現
在

も
、
多
く
の
被
害
が
出
て
お
り

ま
す
。
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
十

分
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

丸山町会令和3年度防犯灯LED化工事は、無事終了いたしました。4月に第1期4丁目・44灯から始まり、第4期3
丁目・79灯まで、令和3年度対象の307灯分の工事は予定より約1 ヵ月早く6月に全て終了いたしました。

各丁目町会員・住民の皆さまには、工事に対するご理解、ご協力を頂きましたことをあらためて御礼申し上げます。
安全・迅速に工事、事務処理を進めて頂いた工事会社睦電設様、各丁目班長様・組長様、副会長、役員の皆さまのご
尽力に感謝いたします。

今回の工事は、町会財政負担軽減の取り組みにより、町会負担金額を最小限（令和3年度567,336円）に抑えるがで
きました。新たな工事会社も入れた入札により、工事費用を大幅に削減できたことが大きいと考えます。以下の「令
和3年度防犯灯LED化一斉工事資金の動き」（会計担当作成）をご確認ください。

また、工事期間を年度前半に行うことにより、LED化による電気料低減も実現しています。市役所の防犯灯電気料
金の町会への支払いは、各年度4月度を基準に年度分の電気料が支払われるので、LED化が年度前半に行われると、
工事完了以降の　ＬＥＤ化による減額分が町会にとっての余剰となるわけです。今年度において、8月度の電気料金
が236,720円となり、LED化による電気料低減効果が出ております。既に入金された市役所からの電気料金が月割り
368,767円であるため、8月度では、132,047円の余剰が出ました。今年度の残り7カ月も同様と考えると、令和3年度で、
電気料金の余剰が約1百万円となり、工事費用567,336円を賄って余りある結果となると考えられます。今年度と同様
の経過をたどれば、来年度の残りのＬＥＤ化工事終了時点で、町会負担がなく、2年間の防犯灯LＥＤ化工事が終了
できる見通しです。

令和4年度は、残りの約250灯のLED化工事
を予定しております。今年度実施した結果の振
り返り、課題認識を十分行い、引き続き今年度
実施した取り組み方法・体制で進める予定です。
来年2月、3月には、令和4年度の各丁目別工事
対象、工事期間等詳細情報を順次提供いたしま
す。引き続き、ご理解、ご協力をお願い申し上
げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　2021年9月

　　　� 環境部部長　長崎昇

町
会
員
の
皆
様
へ

丸
山
町
会 

会
長　
　
　
　
　

　

柳
澤　

保
雄

防
犯
講
演
会

防
災
防
犯
部 

部
長　

森　

隆
志

会場は密を避けて

講師のお話

丸山町会令和3年度防犯灯LED化工事終了のご報告

（令和 3年度防犯灯 LED 化一斉工事資金の動き） 

単位：円 

※差引金額：町会負担分工事費用
※

補助金 工事費 差引
731,808 813,120 -81,312

1,496,880 1,663,200 -166,320
1,380,456 1,533,840 -153,384
1,496,880 1,663,200 -166,320

計 5,106,024 5,673,360 -567,336

6月

7～8月

広 報広 報広 報

丸山町会ホームページ
ホームページへのアクセス
https://www.maruyama‐funabashi.jp
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広報　第244号
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所在地　船橋市丸山　　
　　　　3 丁目 4 番 5 号
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チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
日

実
施
い
た
し
ま
す
。

�

福
祉
部
部
長　

松
本　

ナ
ヲ
エ

サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
の
皆
様
へ

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

班
長
届
日

丁
目

氏  

名

７
月
11
日

３

岡
村　

啓
司

７
月
11
日

３

中
谷
美
奈
子

８
月
３
日

２

阿
部　

誠
吉

８
月
18
日

２

北
薗　
　

勉

８
月
28
日

３

山
田　

敏
雄

９
月
１
日

１

藤
田　

政
子

９
月
４
日

４

松
林　

季
保

９
月
９
日

３

折
戸　

康
二

サ
ー
ク
ル
紹
介

ハ
ッ
ピ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
部
と
フ

リ
ー
テ
ニ
ス
部
が
あ
り
ま
す
。

フ
リ
ー
テ
ニ
ス
部
は
平
成
28
年

に
発
足
し
、
公
民
館
の
講
堂
で

月
一
回
練
習
し
て
い
ま
す
。

入
会
金
５
０
０
円
、
年
会
費

１
８
０
０
円
で
運
営
し
、
ほ
ぼ

会
場
費
と
し
て
使
用
し
て
い
ま

す
。フ

リ
ー
テ
ニ
ス
は
、
４
ｍ
×

７
ｍ
の
コ
ー
ト
で
卓
球
の
ラ

ケ
ッ
ト
を
大
き
く
し
た
サ
イ
ズ

の
ラ
ケ
ッ
ト
と
軟
式
テ
ニ
ス

ボ
ー
ル
の
少
し
小
さ
め
サ
イ
ズ

の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
の
室
内
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
40

代
か
ら
80
代
ま
で
の
メ
ン
バ
ー

が
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
の
練
習
な
の
で
、
四

季
の
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
て
い
ま
す
。

船
橋
市
の
社
会
教
育
団
体
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

丸
山
町
会
の
行
事
協
力
、
元

気
会
の
イ
ベ
ン
ト
協
力
、
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
ビ

レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
丸
山
自
治
会
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

各
行
事
の
協
力
が
出
来
な
い

分
、
私
達
の
活
動
に
船
橋
市
賛

同
の
、「
み
ん
な
で
広
げ
よ
う

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
」を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

見
学
大
歓
迎
で
す
。
是
非
体

験
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

丸
山
一
丁
目
の
「
牧
の
里
公

園
」
で
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
工
事
は
８
月
19
日（
木
）

か
ら
始
ま
り
、
10
月
中
旬
に
、

新
し
く
な
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

日
頃
は
、
幼
児
や
児
童
の
元

気
な
声
が
聞
こ
え
、
犬
の
散
歩

の
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
、
町
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
牧

の
里
公
園
で
す
が
、
工
事
期
間

中
は
、
遊
具
の
あ
る
一
部
の
場

所
が
立
ち
入
り
禁
止
に
な
る
な

ど
、
日
々
の
利
用
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
で
は
、
ブ
ラ
ン

コ
と
ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
が
新
し

く
な
っ
た
ほ
か
、
水
飲
み
器
と

給
水
設
備
も
交
換
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
園
を
囲
ん
で
い
る

フ
ェ
ン
ス
も
新
調
さ
れ
て
、
３

か
所
あ
る
入
り
口
も
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
、
公
園
の
側

面
の
道
路
も
含
め
て
、
歩
行
者

や
自
転
車
、
車
の
通
行
も
支
障

を
き
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
元
ど
お
り
の
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

早
春
の
辛
夷
（
こ
ぶ
し
）
か

ら
始
ま
り
、
桜
が
満
開
に
な
る

と
、
ケ
ヤ
キ
の
新
緑
と
ツ
ツ
ジ

が
準
備
を
は
じ
め
ま
す
。
夏
に

は
、
た
く
さ
ん
の
百
日
紅
（
サ

ル
ス
ベ
リ
）
の
木
が
ピ
ン
ク
色

の
花
を
つ
け
ま
す
。
秋
の
過
ご

し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
新
し
く
な
っ
た
牧
の
里
公

園
で
ま
た
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　

町
会
員
の
皆
様
、
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
中
止
と
し
て
い

た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
日
」
を
福
祉
部
で
話
し
合
い
実
施
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
や
り
方
を
変
え
、
左

記
の
様
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
い
ま
す
の
で
、
参
加
者
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
皆
様
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ス
タ
ー
ト

　
　

受
付
日
：
11
月
21
日
（
日
）

　
　
　
「
船
橋
を
き
れ
い
に
す
る
日
」
の
当
日

　
　

受
付
場
所
：
自
治
会
館

　
　

受
付
時
間
：
９
時
～
11
時

　

ゴ
ー
ル

　
　

受
付
日
：
令
和
４
年
２
月
27
日
（
日
）

　
　

受
付
場
所
：
自
治
会
館

　
　

受
付
時
間
：
９
時
～
11
時

　

記
録
帳
を
持
参
し
た
方
に
は
、
参
加
賞
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

※�

町
会
員
以
外
の
方
で
も
、
丸
山
町
会
に
居
住
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

丸
山
町
会
で
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
や
同
好
会
の
皆
様
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？
昨

年
・
今
年
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

思
う
様
に
活
動
で
き
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
容
易
に
察
せ
ら
れ
ま
す
。

例
年
な
ら
町
会
行
事
の
「
丸

山
文
化
ま
つ
り
」
や
「
健
康
と

福
祉
の
日
」
に
、
公
民
館
で
日

頃
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た
も

の
が
一
切
無
く
な
り
、
さ
ぞ
か

し
残
念
な
思
い
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
広
報
部
で
は
『
広

報
ま
る
や
ま
』
に
サ
ー
ク
ル
や

同
好
会
の
活
動
の
様
子
を
取
り

上
げ
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し

た
。
今
回
は
、
上
記
の
サ
ー
ク

ル
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、今
後
、

掲
載
を
希
望
し
た
い
サ
ー
ク
ル

や
同
好
会
は
、
代
表
者
名
で
掲

載
内
容
と
連
絡
先
を
紙
面
に
ま

と
め
、
町
会
事
務
所
に
お
届
け

く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、「
広
報

部
長　

鎌
田
」
と
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。
届
い
た
も
の
を
広
報

部
で
吟
味
し
、
掲
載
を
決
定
し

た
ら
取
材
に
伺
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こんなラケットだよ！10月!!　練習後に記念撮影

どんな公園になるのかな

婦人部のおすすめ 

焼き肉のたれレシピ

材料 
Ⓐ

 梨（長十郎） １個 
  しょうが   50ｇ 
  にんにく   15ｇ 

Ⓑ

 しょうゆ   450ｇ 
  三温糖    250g 
  みりん    100ｇ 
  一味       5ｇ 
  白ごま     25ｇ 

作り方 

① ⒶをすりおろしⒷと混ぜる 
※ボウルを使って水分を入れないように気を付ける 

② １ℓの容器に上３～４㎝隙間を開けて保存する 
③ 焼き肉、野菜炒め、チャーハン、冷奴などいろいろ

使えるよ 

※今回のレシピは婦人部が作る量の 1/4 です

材料については、わかりやすいように、ｇ表示にしてあります。

ハ
ッ
ピ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
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